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地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で

起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

　

西
播
磨
地
域
に
は
山
崎
断
層
帯
が

横
断
し
て
お
り
、
兵
庫
県
が
発
表
す

る
「
兵
庫
県
の
地
震
被
害
想
定
（
内

陸
型
活
断
層
）」
で
は
、
最
大
震
度
７

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
に
よ
る
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」　

で
は
、
当
地
域
で
も
最
大
震
度
６
強
、

沿
岸
部
で
は
津
波
も
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
大
小
の
断
層
が
あ
り
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

建
物
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に

よ
る
被
害

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ

た
か
た
は
、
兵
庫
県
に
よ
る
と
建
物

や
家
具
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
や
窒
息

な
ど
が
７
割
以
上
に
も
上
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
以
降
で
人
的
被

害
が
発
生
し
た
地
震
の
う
ち
、
東
京

消
防
庁
が
実
施
し
た
被
害
調
査
で
は
、

け
が
を
し
た
か
た
の
３
～
５
割
は
家

具
類
の
転
倒
、
落
下
、
移
動
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

地
震
の
揺
れ
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

震度５弱以上

家具が倒
れる危険

性

建物が倒
壊する危

険性震度６弱以上

図  兵庫県ホームページ
　  地震被害想定結果  図表【山崎断層帯地震（大原・土万・安富・主部南東部）編】①より▶

凡例：震度
７
６強
６弱
５強
５弱
４以下
地震動解析対象外
区域（推本）
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室
内
で
の
け
が
を
防
ぐ

　

大
き
な
揺
れ
の
場
合
、
固
定
さ
れ

て
い
な
い
家
具
は
大
き
く
動
き
、
ガ

ラ
ス
が
割
れ
た
り
し
ま
す
。
家
具
が

人
や
出
入
り
口
の
方
向
に
倒
れ
た
り
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
っ
た
り
す

る
と
、
け
が
を
し
た
り
避
難
ル
ー
ト

を
ふ
さ
い
だ
り
し
ま
す
。

　

家
庭
で
で
き
る
地
震
対
策
の
ひ
と

つ
が
「
室
内
で
の
け
が
予
防
対
策
」

で
す
。
特
に
就
寝
時
は
対
応
が
遅
れ

が
ち
で
す
。
寝
室
で
は
転
倒
、
転
落

す
る
家
具
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

転
倒
さ
せ
な
い
コ
ツ

　

家
具
は
、
重
い
も
の
を
下
に
収
納

し
て
家
具
の
重
心
を
下
げ
る
と
と
も

に
、
で
き
る
限
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
① 

家
具
を
金
具
で
壁
に
固
定
す
る

② 

家
具
と
天
井
の
隙
間
を
ポ
ー
ル
式

器
具
で
つ
っ
ぱ
る

　

家
具
と
天
井
の
隙
間
を
段
ボ
ー
ル

箱
な
ど
の
軽
い
も
の
で
つ
め
る
の
も

有
効
で
す
。

③ 
家
具
の
底
面
に
ス
ト
ッ
パ
ー
式
ま

た
は
粘
着
マ
ッ
ト
式
器
具
を
設
置

　

家
具
の
床
面
に
新
聞
紙
な
ど
を
た

た
ん
で
挟
み
、
壁
側
に
傾
け
る
の
も

有
効
で
す
。

　

②
と
③
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
①

と
同
様
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
ぐ

　

室
内
に
は
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
地
震

が
起
こ
る
と
、
特
に
、
食
器
棚
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
の
ガ
ラ
ス
は
、
家
具
そ

の
も
の
が
倒
れ
な
く
て
も
、
中
の
収

納
物
が
飛
び
出
そ
う
と
し
て
割
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
や
、
さ
ら
に
は
し
ま
っ
て

あ
る
食
器
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
、

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り

ま
し
ょ
う
。

　

窓
ガ
ラ
ス
は
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

て
お
く
だ
け
で
も
飛
散
防
止
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
化
も
重
要
で
す

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
の
設
計
基
準

で
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、
建
築
基
準

法
に
定
め
る
耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ

る
前
の
基
準
で
あ
り
、
震
度
６
弱
以

上
の
揺
れ
で
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
度
５
強
以
下
で
も
複
数

回
の
揺
れ
を
受
け
る
こ
と
で
倒
壊
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
に
は
費
用
が
か
か

り
ま
す
が
、
助
成
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
自

治
体
で
確
認
し
、
ま
ず
は
耐
震
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
ま
ず
は

そ
の
場
で
机
の
下

に
隠
れ
る
な
ど
、

身
の
安
全
を
確
保

し
、
速
や
か
に
屋

外
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

より詳しい地震
対策はこちら▼

総務省消防庁
防災マニュアル

耐
震
化
の
補
助
は

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
▼

※
固
定
で
き
な
い
壁
も
あ
り
ま
す

の
で
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
や
工
務

店
な
ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

家庭でできる「備え」家庭でできる「備え」

提供 効果的な防災訓練と防災啓発提唱

※
家
具
の
前
方
と
床
の
間
に

新
聞
紙
を
挟
ん
で
い
ま
す
。
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前年比

11件増加

前年比

800件増加

前年比

21件減少

計
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件

計
10,404
件

計
162
件
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26件
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警戒：火災の疑いがある煙の上昇や災害発生のおそれがある場合の危険排除
検索：火災の疑いがある煙の上昇や災害発生のおそれがある場合の状況確認
その他：ドクターヘリ、防災ヘリの支援など

単位：件、（　）内は前年の件数

消防署別 相　生 たつの 宍　粟 太　子 佐　用 合　計

火　災
4 35 11 11 11 72 

(9) (24) (13) (8) (7) (61)

建物 2 13 5 7 2 29 

林野 0 4 1 0 4 9 

車両 0 6 1 0 1 8 

その他 ※ 2 12 4 4 4 26 

火　災

救　急

救　助

警戒・検索・その他

最も多かった出火原因は「野焼き等」 17件

1日あたり平均約29件出動
   【救急件数過去最多】

水難事故に関する出動７件

消防署別 相　生 たつの 宍　粟 太　子 佐　用 合　計

救　急
1,506 4,130 2,077 1,845 846 10,404 

(1,333) (3,815) (1,965) (1,680) (811) (9,604)

急病 969 2,550 1,228 1,249 479 6,475 

交通事故 90 257 109 143 30 629 

一般負傷 253 565 333 266 134 1,551 

転院搬送 130 601 339 108 165 1,343 

その他 ※ 64 157 68 79 38 406 

消防署別 相　生 たつの 宍　粟 太　子 佐　用 合　計

救　助
35 47 26 37 17 162 

(34) (61) (28) (34) (26) (183)
火災 0 3 0 0 0 3 

交通事故 8 10 13 13 7 51 

水難事故 2 4 1 0 0 7 

機械事故 0 2 0 4 1 7 

建物事故 8 10 2 5 3 28 

ガス及び酸欠事故 1 0 0 1 0 2 

その他 ※ 16 18 10 14 6 64 

消防署別 相　生 たつの 宍　粟 太　子 佐　用 合　計

警戒・検索・
その他

38 132 104 52 33 359 
(32) (98) (98) (51) (37) (316)

※記載以外の種別の件数を計上（救急、救助の表において同じ）
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人事の状況

財政の状況

職員数や職員の給与などの実態について、概要をお知らせします（再任用、臨時職員を除く）。

令和４年度決算概要
西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額2,826,005千円、歳出総額が2,750,176千円で、歳入歳出差引額は75,829千円となっています。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 消防長 1人 0.4%

６級 次長、署長、
副署長、課長 19人 6.7%

５級 副署長、課長、主幹 63人 22.0%

４級 副主幹 34人 11.9%

３級 係長、主査 75人 26.2%

２級 主事 29人 10.1%

１級 主事 65人 22.7%

区　分 住民基本台帳人口
(令和4年度末) 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B）/（A）

4年度 185,513人 2,750,176千円 75,829千円 2,318,384千円 84.3%

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

消防職 37.9歳 299,147円 367,309円

科 目
令和４年度

決算額 構成比
分担金及び負担金 2,701,363 95.6

使用料及び手数料 5,702 0.2

国 庫 支 出 金 9,249 0.3

財 産 収 入 3,696 0.1

繰 越 金 61,752 2.2

諸 収 入 28,243 1.0

組 合 債 16,000 0.6

合 計 2,826,005 100.0

科 目
令和４年度

決算額 構成比
議 会 費 420 0.0

総 務 費 41,358 1.5

消 防 費 2,708,398 98.5

合 計 2,750,176 100.0

区　分 20歳
未満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～

35歳

36歳
～

39歳

40歳
～

43歳

44歳
～

47歳

48歳
～

51歳

52歳
～

55歳

56歳
～

59歳
60歳
以上 計

職員数 10人 36人 34人 24人 24人 32人 17人 22人 41人 23人 23人 0人 286人

区　分 職員数
A

給　　与　　費 一人当たり給与費
 B/A給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計 B

4年度 291人 1,063,646千円 305,061千円 407,173千円 1,775,880千円 6,103千円

採用区分 申込者数 受験者数 合格者数 倍率

大卒 6 6 3 2.0倍

短・高卒 24 23 5 4.6倍

級別職員数等の状況（令和5年4月1日現在）人件費の状況

職員の平均給与月額等の状況（令和5年4月1日）

歳入 （単位：千円、％）

歳出 （単位：千円、％）

年齢別職員構成の状況（令和5年4月1日現在）

職員給与費の状況

職員の採用試験の状況（令和4年度実施分）

（注） １  職員手当には、退職手当を含みません。
 ２  職員数は、令和4年4月1日現在の人数です。
 ３  給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費を含むが、職員数には含んでいません。

（注） １　「平均給料月額」とは、令和5年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
 ２　「平均給与月額」とは、令和5年4月に支給した給料月額と諸手当の合計の平均です。

西はりま消防組合の人事・財政状況

宍粟市負担金
663,147千円 

歳入決算額
2,826,005

千円

歳出決算額
2,750,176

千円

議会費
420千円 

総務費
41,358千円 

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、消防車両更

新整備費など）

151,128千円

常備消防費
（人件費、予防、警防・
救急活動事業費など）

2,557,270千円 

太子町負担金
392,027千円 

佐用町負担金
397,175千円 

上郡町負担金
21,794千円 

使用料及び手数料
5,702千円 

国庫支出金
9,249千円 

財産収入
3,696千円 繰越金

61,752千円 

たつの市負担金
844,368千円 

相生市負担金
382,852千円 

諸収入
28,243千円 組合債

16,000千円  
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消防協力者へ感謝状を贈呈危険業務従事者叙勲受章

●功績のあった方

内
う ち だ

田 一
いっこう

行 様

●事案の概要
　令和５年８月、宍粟市にてランニング後に心肺停止
となったかたに対し、救急隊到着までの間、胸骨圧
迫や人工呼吸などの救命活動を行いました。
　勇気ある行動と適切な処置によって、命を救った功
績に対し、消防長から感謝状を贈呈しました。

　永年にわたる功績が認められ、危険業務従事者
叙勲を受章されました。
　おめでとうございます。

　「春の火災予防運動」に合わせ、３月７日まで、火
災予防を呼びかける看板をライトアップしています。
　この時期は、石油ストーブやファンヒータな
どの暖房器具を使うことが多く、住宅火災にも
つながりやすい時期です。　
　お出かけ前やおやすみ前には、火の元をいま
一度確認しましょう。

　昨年６月から支援車１台を導入し、運用して
います。
　この車両は、大規模な災害や長時間に渡る救
助・救急活動が必要なとき、現場に出動して活
動の支援を行える仕様になっています。
　今後も災害発生に備え、職員の訓練を重ねな
がら活用していきます。

イルミネーションで火災予防を呼びかける 支援車を導入しました
相生消防署　☎0791-23-7119 消防本部警防課　☎0791-76-7121

災害対応用支援車「火の用心」看板のライトアップ

瑞宝単光章
元宍粟消防署

警防課長

大
おおがき

柿 孝
た か お

生 様

瑞宝単光章
元相生消防署

警防課長

真
ま の

野 秀
ひ で お

男 様
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トピックストピックス

　11月３日に開催された第16回たつの市民ま
つりで、たつの・太子幼年消防クラブが防火パ
レードに参加しました。
　子どもたちが火の用心の歌に合わせて拍子木
を打ち鳴らし、防火チラシを配りながら行進。
来場者は「子どもたちの呼びかけを聞いて、改め
て火の取り扱いに気をつけたい」と目を細めて
いました。

　10月29日、太子町・西播磨地域広域防災総合
訓練が開催され、町内12自治会の住民や消防団
員など約400人が参加しました。訓練では、近
く発生すると言われている大地震を想定し、指
定避難所までの避難やけがの応急手当などの訓
練を実施。参加者からは、「地震への対応を再確
認できた」との声が聞かれました。

　宍粟消防署では、宍粟防火協会から訓練用人
形10体、訓練用ＡＥＤ３台の寄贈を受けました。
これらを活用し、西兵庫信用金庫本店では従業
員40人が救命講習を受講しました。
　胸骨圧迫を教わった参加者は「圧迫を中断し
たらあかんのやね」と息を切らしていました。
　署では今後もこれらの資器材を活用して応急
手当の普及に努めます。

　佐用町内２つの保育園、１つの幼稚園で、消防
レンジャーショーによる防災普及啓発活動を行
いました。
　園児たちは迫力のあるショーに目を輝かせ、
レンジャーへの熱い声援が飛び交う場面も。 

「火事を見つけたら大人を呼びます。火遊びはし
ません」と大きな声で約束してくれました。

火の取り扱いに気をつけてね

地域のつながりで地震に備える

強く速く絶え間なく

迫力のあるショーに興味津々

たつの消防署　☎0791-64-3212

太子消防署　☎079-276-1191

宍粟消防署　☎0790-62-0119

佐用消防署　☎0790-82-3872

パレードで元気よく拍子木を打つクラブ員 胸骨圧迫とＡＥＤの取扱いを繰り返し練習しました

消防レンジャーショーを観覧する園児たち三角巾を使った応急手当を教わる参加者
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春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

屋
外
で
火
気
を
使
用
す
る
時

は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
消
火

の
準
備
を
事
前
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
も
、
こ
ん
ろ
を
使
用

す
る
時
は
そ
ば
を
離
れ
な
い
こ

と
や
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
な

ど
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　私たち８人は、令和５年４月に
採用され、三木市にある兵庫県
消防学校で半年間の初任教育を
修了しました。現在は、救急業務
に関する研修を受けています。
　４月からは、いち消防士として、
災害現場の最前線に立てるよう
頑張ります。

「
消し
ょ
う
か
き

火
器
」

Ｑ　
消し

ょ
う
か
き

火
器
っ
て
ど
こ
で
ど
ん
な
も
の

を
買か

え
ば
い
い
の
？

Ａ　
消し
ょ
う
か
き

火
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
で
も
購こ
う
に
ゅ
う入す

る
こ
と

が
で
き
る
よ
。

　
家か
て
い庭
で
は
、
紙か
み
な
ど
が
燃も

え
る
火か
さ
い災
だ
け

で
な
く
、
電で
ん
き気

や
油あ

ぶ
ら

の
火か

さ
い災

に
も
使つ

か

え
る

消し
ょ
う
か
き

火
器
を
購こ
う
に
ゅ
う入し
よ
う
。

Ｑ　
消し

ょ
う
か
き

火
器
っ
て
ど
こ
で
捨す

て
れ
ば
い

い
の
？

Ａ　
こ
の
二に

次じ

元げ
ん

コ
ー
ド
に
の
っ
て
い

る
販は
ん
ば
い
て
ん

売
店
で
引ひ

き

取と

っ
て
も
ら
え
る
よ
。

し
ょ
う 

ぼ
う

消防車・救急車の要請は、迷わず

局番なしの119番通報をしてください！
診察可能な病院を知りたいときは…

0791-76-7160（休日・夜間病院案内） ※自動音声

0791-76-7300（消防指令センター）

災害の情報を知りたいときは…
0791-76-7150（災害情報案内） ※自動音声

当組合の
ホームページ・SNSはこちら▼

ホームページ Facebook Instagram

新人紹介 ～消防学校初任教育を終えて～
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2023年度全国統一防火標語
「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」


